
 

 

 

 

 

 

 
鉄研労は１１月１８日、年末手当交渉を開催し、

２.０カ月＋6,000円で妥結しました。 

この間の団体交渉において、組合員はコロナ禍に

よる在宅勤務では、労働環境などが十分に整わない中で業務をおこなっているこ

となど、組合員の切実な声を訴えてきた議論経過も踏まえて、昨年と同額で妥結

しました。 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ西労は１１月１２日、ＪＲ西日本会社より年末

手当について１.２５カ月＋５万円という回答が示

されましたが、席上それを拒否し再申入れをおこな

い交渉を継続しました。しかし、組合員の怒りの声や、職場の切実な訴えを会社経

営陣は一切受け止めませんでした。こうした中で１９日に全分会長会議を開催し、

これ以上の前進は困難であると判断し、妥結することとしました。 
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